(三 (しゃ)味 (み)線 (せん)） 
(三 (しゃ)味 (み)線 (せん)) 
（拍 (はく)手 (しゅ)） 
皆様 (みなさま)どうも こんにちは 津軽 ( つ がる)三味線 (しゃ み せん)のをしております Niyaです。 私 (わたし)はですね 焼 (やき)尻 (じり)島 (とう)という 北海道 (ほっかいどう)の北 (きた)の方 (ほう)にある島 (しま)で 小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)１ (いち)年 (ねん)生 (せい)から中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)３ (さん)年 (ねん)生 (せい)までの間 (あいだ) そこで育 (そだ)ちました。 三 (しゃ)味 (み)線 (せん)を始めるきっかけとしては たまたま 小学校 (しょう がっ こう )２年生 ( に ねんせい)の時 (とき)ですね テレビで 何 (なに)か気 (き)になる音 (おと)があるなと 思いまして (おも　　　　　　)自分 ( じ ぶん)で調べたら (しら　　　　　) 三 (しゃ)味 (み)線 (せん)だという事 (こと)に気づきまして (き　　　　　) その年 (とし)のクリスマスの日 (ひ)に サンタさんにお願い (　ねが　)をして そうしたら次 (つぎ)の日 (ひ)の朝 (あさ) 枕元 (まくらもと)に 三 (しゃ)味 (み)線 (せん)があったのがきっかけです。 それで翌年 (よくとし) 日本 ( に ほん)一三代目 (いちさんだい め )の称号 (しょう ごう )を 手 (て)にされました佐藤 ( さ とう)俊彦師 (としひこ し )と出会い (であ　) 弟子入り (でしい　)をしてそれから 本格的 (ほんかくてき)にスタートしました。 焼 (やき)尻 (じり)島 (とう)からですね その師匠 (  し  しょう)は札幌 (さっぽろ)にいまして 月 (つき)に一度 (いち ど )船 (ふね)に乗り (の　) バスに乗り通って (の　 かよ　　)いました。 焼 (やき)尻 (じり)には高校 (こうこう)がない為 (ため)どうしても 島 (しま)から離れなくて (はな　　　　　　)はいけなくて 高校 (こうこう)１年生 (いちねんせい)から札幌 (さっぽろ)に一人暮らし (ひと り  ぐ　   　　)をしに引っ越し (ひ　こ　) 学校 (がっこう)も行 (い)きながら三 (しゃ)味 (み)線 (せん)をしていました。 高校 (こうこう)２年生 ( に ねんせい)から３年生 (さんねんせい)の間 (あいだ)ですね 三 (しゃ)味 (み)線 (せん)が凄い (すご　)嫌い (きら　)になって 絶対 (ぜったい)触りたく (さわ　　　　　)ないっていう衝動 (しょう どう )にでまして 無断 ( む だん)で休んだり (やす　　　　)とかしてました。 たまたま担任 (たんにん)の先生 (せんせい)に お前 (　　まえ)は三 (しゃ)味 (み)線 (せん)がないとお前 (　　まえ)じゃないぞ という事 (こと)で その日 (ひ)の夜 (よる)とても悔しくて (くや　　　　) １年半ぶり (いちねんはん　　  　)に師匠 (  し  しょう)に もう一度 (　　　いち ど )やらさせて下さい (くだ　　　)と 頭 (あたま)を下げたら (さ　　　)快く (こころよ　　)受け入れて (う　い　　)くれまして それから仕事 ( し ごと)がある度 (たび)に自分 ( じ ぶん)を 連れて (つ　　)行って (い　　)もらって そこで沢山 (たくさん)演奏 (えんそう)をさせていただきました。 その年 (とし)なんですけど 師匠 (  し  しょう)は東京 ( とう きょう)の公演中 ( こう  えん ちゅう)に くも膜下出血 (　　　　　　まく 　か　しゅっけつ)で ステージの上 (うえ)で演奏 (えんそう)しながら亡 (な)くなりました。 その師匠 (　し　しょう)は沢山 (たくさん)僕 (ぼく)にとても 大切 (たいせつ)な事 (こと)を教えて (おし　　)くれました。 本日 (ほんじつ)は二つ (ふた　)お話 (　　　はなし)をしたいと思います (おも　　　　　)。 まずは音楽 (おんがく)よりも 人間 (にんげん)が大事 (だい じ )だと言う (い　)事 (こと)です。 幾ら (いく　)演奏 (えんそう)する音楽 (おんがく)が素晴らしくて (すば　　　　)も 人間 (にんげん)がだめだと生きて (い　　)はいけない ましては人間性 (にんげんせい)が良く (よ　)ないと あるステージに呼ばれなかったり (よ　　　　　　)とか 演奏 (えんそう)する機会 ( き かい)を頂けない (いただ　　　　　　)というのが その言葉 (こと ば )です。 二つ目 (ふた 　め )は「引かぬ (ひ　　)殺生 ( せっ しょう)」という言葉 (こと ば )です。 この三 (しゃ)味 (み)線 (せん)は沢 (たく)山 (さん)の動物 (どうぶつ)を 殺して (ころ　　　)作られて (つく　　　　)います。 例えば (たと　　　)糸巻き (いと ま 　　) これは象牙 (ぞう げ )です。 そして撥 (ばち)（バチ）はべっ甲 (こう) 亀 (かめ)です。 そして水牛 (すいぎゅう) 象牙 (ぞう げ )だったりとか この胴 (どう)というんですけれども ここ皆さん (みな　　　)何 (なん)の動物 (どうぶつ)の皮 (かわ)で 出来て (でき　)いるかご存知 (　　ぞん じ )でしょうか？ これはですね「犬 (いぬ)」なんです。 恐らく (おそ　　)皆様 (みなさま)の頭 (あたま)の中 (なか)では 「猫 (ねこ)」という感じ (かん　)だと思ったん (おも　　　　　)ですが 津軽 ( つ がる)三 (しゃ)味 (み)線 (せん)になってからは 「犬 (いぬ)」に変 (か)わりました。 そうやって三 (しゃ)味 (み)線 (せん)は沢山 (だくさん)の動物 (どうぶつ)を 殺して (ころ　　　)作られて (つく　　　　　)いて 師匠 (　し　しょう)はその動物 (どうぶつ)達 (たち)に 沢山 (たくさん)演奏 (えんそう)して 供養 ( く よう)をしてやれと それが 大事 (だい じ )だという事 (こと)を教えて (おし　　　)くれました。 そんな三 (しゃ)味 (み)線 (せん)なんですが 今 (いま)は昔 (むかし)に比べて (くら　　　　) 皆様 (みなさま)が生 (なま)で聞く (き　)機会 ( き かい)というのは 恐らく (おそ　　　)減少 ( げん しょう)していっているのでは ないかと思 (おも)います。 昔 (むかし)は民謡 (みんよう)を聞いて (き　　)人 (ひと)と人 (ひと)とが 助け合って (たす　あ　　　)支え合って (ささ　　あ　　　　) 日常 ( にち じょう)のBGMになって いたんですけれども 今 (いま)は夏祭り (なつまつ　　) お正月 (　　　しょう がつ )といった イベントごとでしか こうやって生 (なま)で聞く (き　)機会 ( き かい)はないと 思 (おも)います。 そういった三 (しゃ)味 (み)線 (せん)なんですが この三 (しゃ)味 (み)線 (せん)は今 (いま)も職人 (しょくにん)さんが 僕 (ぼく)の三 (しゃ)味 (み)線 (せん)は職人 (しょく にん )さんが作って (つく　　　)いるんですが その職人 (しょく にん )さんも恐らく (おそ　　　)増える (ふ　　)事 (こと)はないでしょう。 そして今 (いま)は機械 ( き かい)で作 (つく)られています。 そうやって三 (しゃ)味 (み)線 (せん)に関係 (かんけい)する人 (ひと)たちの場面 ( ば めん)が 減少 ( げん しょう)していく 増えて (ふ　 )いく可能性 ( か のうせい)が少ない (すく　　　)と言う (い　)事 (こと)に対して (たい　　　) 僕 (ぼく)はとても不安 ( ふ あん)に思っ (おも　)ています。 その不安 ( ふ あん)を何 (なん)とかする為 (ため)に自分 ( じ ぶん)は まずは民謡 (みんよう) 三味線 (しゃ み せん)の土台 ( ど だい)となるものを しっかりと固めて (かた　　　) その上 (うえ)で様々 (さまざま)なジャンルとのコラボ 例 (たと)えば ファッションショーのBGM そして吹奏 (すいそう)楽団 (がくだん) クラブでの演奏 (えんそう) そういった場面 ( ば めん)で演奏 (えんそう)して 身近に ( み ぢか　　)感じて (かん　　　)もらう その他 (　　た)にでも 今 (いま)も自分 ( じ ぶん)はたまに やっているのが 若い (わか　)人 (ひと)達 (たち)に教える (おし　　　) 感 (かん)じさせる そしてまた三 (しゃ)味 (み)線 (せん)というのは パフォーマンス 演奏 (えんそう)だけではなくて パフォーマンスとして見せる (み　　)事 (こと)もできます。 そういった場面 ( ば めん)で 沢山 (たくさん)様々 (さまざま)な ジャンルとコラボしていく それは 日本 ( に ほん)でする事 (こと)も 凄い (すご　)大事 (だい じ )なんですけれども 僕 (ぼく)は海外 (かいがい)でやりたいです。 日本 ( に ほん)はとても影響 (えいきょう)されて 生活 (せいかつ)も西洋化 (せいよう か )されていってそして ちょっとワンテンポ遅れて (おく　　　)日本 ( に ほん)で流行 (はや)ったり というのが自分 ( じ ぶん)の中 (なか)であると思 (おも)うんです。 こういった日本 ( に ほん)の伝統 (でんとう)楽器 (がっ き )というのは 海外 (かいがい)で物凄く (ものすご　　)高く (たか　　)評価 (ひょう か  )されています。 そういう効果 (こう か )を使って (つか　　　)海外 (かいがい)からそして 日本 ( に ほん)へ持って (も　　)いきたいなと思います (おも　　　　)。 それが僕 (ぼく)の夢 (ゆめ)です。 何 (なん)とかして日本 ( に ほん)の伝統 (でんとう)音楽 (おんがく)を 皆様 (みなさま)に身近に ( み ぢか　　)させていきます。 ぜひ僕 (ぼく)だけではなくて 日本人 ( に ほんじん)である皆様 (みなさま)にも その日本 ( に ほん)の伝統 (でんとう)音楽 (おんがく)を 魅力 (  み  りょく)を感じて (かん　　　)ほしいです。 それが僕 (ぼく)の中 (なか)にある 思い (おも　)の音楽 (おんがく)で 皆 (みんな)がつながる「You & I」 だと思って (おも　　　)います。 今回 (こんかい)は三 (しゃ)味 (み)線 (せん)を持って (も　　)いるので これからは 今日 (きょう)はサポートの人 (ひと)を連れて (つ　　) 洋 (よう)と和 (わ)でセッションをしたいと思います (おも　　　　　)。 じゃあ呼 (よ)びます。 KENGO beatsというデジタルパーカッションを 扱う (あつか　　)人 (ひと)を呼んで (よ　　)おります。 どうぞ （拍手 (はくしゅ)） （三 (しゃ)味 (み)線 (せん)の音 (おと)） 聞 (き)いてください。　「TO NORTH」 （北 (きた)へ） という曲 (きょく)を演奏 (えんそう)します。
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（手拍子 ( て びょう し )）
 （拍手 (はくしゅ)） 
ありがとうございました。 (拍手 (はくしゅ))
